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1) 米倉誠ー 郎「戦後日本鉄鋼業における川鉄製鉄の革新性」 リ寸E論叢』第90巻第3号. 1983 
年〉および同「鉄鋼ーーその連続性財閥続性I(W戦後日本官 J釘町第1君、第5章，東洋経済
新報社. 1991年〕。
126(322) 第149巻 第 　1・..5・6号
と考 え る2)。したが って,川 鉄 以 外 の関1i:1:1≦::1業につ い て も実 証 研 究 を広 げ て い
く こ とは,上 述 の課 題 を解 明す るた め に;コ
本 稿 で住 金 を取 りあげ る理 由は,戦 後 ニ
ス にあ った関 西3社 の 中 で 屯最:も急 速 な〕i
鋼 業 の特 徴 の1つ は,な に よ り もそ の急li
社 は典 型 的 な ケ 「ス として研 究 に値 す る ・
='可欠 の作 業 で あ る。
:同社 が,同 じキ ャ ッチ ア ップ プ ロセ
;C;ls…1を遂げ たか らで あ る。 戦 後 日本鉄




ク トであ り,内 容的には,和 歌 山の新 し.
業全体 の合理化配置 を構想 した もの であ
工 事 を示 した もの であ る。 それ によれ ば,
建 設が一番 なポイン トだ った こ とがわか
和歌 山製鉄所 の鉄鋼一貫化建設は,.大
じめ,大 型平炉改造(100トン・→200トン:
近代的 な鋼管 ・鋼板圧延設備拡充 な どの、.
57年か ら63年にわ た るの大 型 プ ロジ ェ
・一.一貫 製鉄 所 の建 設 を中心 と して,企
li…i、、:表1…(:L)/(2)4t同社 の第2次 合 理 化
設 備 内容 も工 事 費 も和 歌 山 製 鉄 所 の
'i.;
,(1
㌘i;=量高炉(1,200トソ/日)の 建 設 を は
、::大:分塊 ミル(年 間90万 トン)新 設,
.二審 が 含 まれ てい る。 それ は,本 格 的
2)米 倉氏は,川 鉄,と くに西山弥太郎 とい う経lli;1::≧iの「革新性ゆえに,戦 後 日本鉄鋼業を規定す
るパ ラダイムが構築 され」,ま た,川 鉄の鉄鋼一:i≡i'生.産参入が 「戦前 日本鉄鋼業の銑鋼 アンバ ラ
ンスとい う産業構造 を一変 し,一 貫6社 によるlii…:占的な競⊆劉移態を生み出 した」 と指摘 されてい
る(前 掲米倉 「鉄鋼一 その連続性 と非連続性.、!)。私は,川 鉄の新規一貫製鉄所建設 自体が他
の関西2社 に与 えたインパ クトを否定するっ も.1〕はない,ま た,確 かに川鉄 の一貫製鉄所建設は
経営者の意思決定によるところが大であろう。:」..:):.し.、企業の投資行動を分 析す るに当た って,
それを取 り巻いた当時 の経済情勢の変化や各企謀聾 異なった経営条件などをより積極的 に把握 し
ない と,的 確な結論はえられない と考え.る。川釣:[股資行動 は日鉄解体 と朝鮮特需 との複合的な
外部条件の変化 のもとに行 われたこ とを看過で:≡i:.ll:い.,日鉄の解体に より,同 社は他の関西2社
に比べよ り厳 しい競争環境におかれた。他方,特 需 ブームの到来があ ってこそ,日 本鉄鋼業ひい
ては日本経済が ドッジ不況から順調な復興軌道に腫…1.ってぽ じめて設備投資 の条件が形成 し,川 鉄
も千葉製鉄所の建設計画を立てることができたの'である。ただし,そ れは 「投資が投資を呼ぶ」
高度成長 を予想 させるものでぽなか 微 二。換言・1・.・,1・.,ぽ,この時期の川鉄の投資行動 を第2次 合理
化以降 における鉄鋼企業の投資行動の規定要因,.塁;らに戦後鉄鋼業成長のパ ラダイムと規定する
のはやや短絡 し過 ぎではないか と思われる。
3)同 社の第1次 合理化設備投資 については,拙 稿 「第1次 鉄鋼業合理化における住友金属工業の
投資行動」『京都大学経済論集』第2号,:L991年2..ヨを参照 されたい。
住友金属工業の第2次合理化設備投資と新しい生産体制の成立
表1(1)住 友金属工業 の第2次 合理化..1二事
(323)127


































































































































































































::',1300[:舞出 プ レ ス,50t
電 炉
3ロ ーー ル.1/デュ サ ー 設 置









防波 堤 及 び岸壁
ロ ーー タ リー炉,マ ソネス




.1..5万t級船 接 岸 々 壁 及
び航 路 泊地
4【〕1=×2基,酸素 発生 設 備
第2全 連続 式新 設
一体 車輪 製 造18万t/年.
6万t:/年






住 友金属 工業 の第:2次合理 化追 加工 事




薄板 ・厚板 コ ンパ イ ン ドミル12,300
No.・ 中 径 溶 接 管 設 備1,84・i
分 塊 圧 延 設 備 追 加1,65。1
付 帯 設 備 ・1,22011
No.1ス パ イラ ル鋼 管設 備i6001
No.3小 径 溶 接 管 設 備.2401
N。.4小 径 溶 接 管 設 備540Ii
小倉製鉄所
分 塊 圧 延 設 備
製鋼所
大 形 電 炉 及 び鋳 造 設 備




















工 事 概 要










(出所)『 鉄 鋼 界 』1961年10月号,26ペ ・ージ よ り1レ=1≡:;:ll:,,
な銑鋼一貫生 産体制 の達成躊溶銑利 用 ・混銃卒 の上昇 ・銅坑 の大型化 な どに よ
り,基 礎部 門の コス ト引 き下げ を期 す るも(:1)であった。 このよ うな新鋭工場 を
建設す る場 合,い か に新 規一貫工場 と既存二:[腸との合理的配置 を図 るかが大 き
な課題 となるが,同 社は,阪 神地帯 に近 い和歌 山の立地条件 を考慮 して,そ の
完工後 は全社 的な半製品セ ンター として も機能す るよ うに計画 したのであ る。
す なわち,大 阪 と尼崎 に既存 の製鉄所 では,和 歌山製鉄所 で生産 され たス ラブ
や丸 ビレッ トなどの半製品 を利用 して,そ れ ぞれ専門の鋼材生産 にだけ専念 で
き,こ れ までの冷銑装入 による製鋼作業のデメ リッ トが解消す る ことにな る。
これ を川 崎製鉄 の千葉製鉄所 に比べ ると,従 来 の生産拠点 の近接地域 に一貫製
鉄所 を持つ ことの企業 レベルの意 義ば よ り大 きいといえよ う4)・
4)というのは,川鉄は第1次合理化に千葉に951一一.貫製鉄所を:毘識したが・そこで生産された/































































































































表2和 歌 山製鉄所の建設 用地 買収1:1民有地)
























































とな った 。 この分 塊 設 備 は,同 社 の主 力製 品 の鋼 管 用 丸 ビ レ ッ トの生 産 を主 目
的 と し,将 来 は ス ラブの圧 延 に.も十 分 対 処 で きる よ.;1に.,当時 最新 鋭 か っ 最大
規 模 の もの を西 独 の機械 メー カ ー に発 注 した,年 間出 産能 力 は90万 トンを有 し,
さ らに一 部 の機 械 を追 加す れ ぼ120万 トソ の生 産 能:::叫:二達 づ.幽'るもの であ った。
大 分 塊 ミルは 和歌 山 の1号 高 炉 の完 工 に1年 先 立 っ.'.・1.:60年に 稼働 した7)。
高 炉 に つい て は,戦 後 初 め て 新規 高 炉 を建設 した」.…鉄 の場 命,千 葉 製 鉄 所 の
1号 高 炉 は,日 産 能 力600トン,内 容 積877meの,:IFL…う:3年当 時 ぽ最:新鋭 を誇 る
も の で あ った。 川 鉄 は それ に続 き,2号 高 炉(1958=,:…i…1::)を:Ll,C[0トソ,3号 高 炉
(1960年).を1,500トソへ と大 型 化 させ た8)。住 金 の和:歌山1号 高 炉 の建 設 は こ
う した趨 勢 に取 り残 され な い よ うに,58年 同社 の赴諜…審 議 会 で そ れ を 日産 能 力
1,000トン,内 容 積1,100meと決 定 し,完 工 期 を61.年9月と/...た9)。しか し,
そ の後 鉄 鋼 需 要 が 予 想 を上 回 って伸 長 し,そ れ に伴 っ.て同社 自身 の生 産量 も増
大 を続 け たの で,最 締 的 にそ れ は 日産1,200ト:ノ内Ir.fit'1,350:ma2二改 め,竣 工








歌 山1号 高炉 まで の8年 間 に,高 炉 の生
び 日本 経 済 の急 成 長 を物 語 って い るが,
に川 鉄 ・住 金 の よ うな後 発 鋳鋼 一 貫企 業
に激 しい 設 備投 資 競 争 が展 開 され て いた
号 高 炉(1963年)以 降,2年 に1基 とい
産 能 力 も1,500トン以 上 と大 型 化 させ た の
II5・6男'
[韮能 力 が倍 増 した 事 実 は,鉄 鋼 業 お よ
、::1のこ とは また,大 手鉄 鋼 企 業,と く
1:1間で,先 発企 業 に追 いつ くた めい か
:FLを表 して い る。 住 金 は,和 歌 山第2.
i:ハイ ス ピー ドで 高炉建 設 を進 め,生
で あ る1.D。
3.ホ ッ ト.ストリヅプ ・ミル の導 入
住 金 で は,和 歌 山一 貫工 場 の建 設 が 軌 蹟 に乗,・た ば か りの59年初 頭,第2次
合 理 化 の追 加 計 画 を発 表 した。 表1一② に示 す よ うに,こ の計 画 の 中 心 内容 は
和 歌 山分 塊 ミル の後 続 圧延 設 備 と して,薄 板 ・厚 板 兼用 の コ ンパ イ ン ド ミ ル
(ホッ トス トリ ップ ・ミル)を 導 入 す る1::二と で あ った。 これ に よ って,従 来
「パ イ プ の住 金 」 と して知 られ て いた 剛:llは,新た に鋼 板 分 野 進 出 を図 ろ うと
した。 同 社 は第1次 合 理化 に お い て,和 歌 山製 鉄所 に帯 鋼 設 備 を導 入 して鋼 板
分 野 進 出 の姿勢 を示 した が,第2次 合 理{.1:=.では ・卜・ッ トス トリップ ・ミル導 入 に
よ って,鋼 板 メ ーカ ー と して の生 産体 制 も整 六.ることに な ら た。 同社 は、 ス ト
リ ップ ・ミル の設 置 に よ り第1に 中 ・大::e溶接 管 素材 の大 量 生 産 を図 って,鋼
管 全 品種 の生 産体 制 を整 備 す る。 第2に,自 動 車,電 気 機 器 その 他耐 久 消費 財
の発 展 を見 込 ん で,薄 板 の需要 増 加 に も積極 的 に対応 す る。 第3に 同社 の主 要
取 引 先 で あ る造 船 ・機 械 メ ー カ ーに,鋼 管 ・鋳 鍛 鋼 品 に加 え て厚 板 の 一括 納 入
を も企 図 しよ う とした の であ るユ2)。住 金 の ス トリップ ・ミル導 入 は先 発 各 社 を
含 め た鋼 板部 門 で の設 備投 資競 争 を一 層激 化 させ た 田),,
III全社的な設備の合理化
住 金 の 第2次 合 立 化 工 事 は3期 に分 け
11)前掲,久 本久男 「戦後 日本鉄鋼業の設備競争.
12)「社史資料」による。
13>当時の新聞記事(1959年1月20目付 『日本=1
て進 め られ た。 第1期 は57～59年間 で,
..:.
斉新聞』お よび 『自立経済特信』)による。
住友金属工業の第z次合理化設備投資と新L-\."'~:[ 巨体制の成孟 (329) 133 
小倉の高炉改修を中心に，各製鉄所の圧延設備の合間化が行われ，同時に和歌






























吹炉 の積極的 な採用 は,画 期 的な意味 を
な る屑鉄 の需給不安 を解 消 し,溶 銑利 月il
は,一 方平炉 の改造 を行 い,他 方 では,
関西3社 の うちで一番早 くLD転 炉 を高
た。 それ は和歌 山に転炉 を設置す るまで
み上げ る とい う実験的 な:意義 も含 まれ て
(3)線材圧延設備の増強 小倉の製 品
し,線 材設備 は40年以上 を経 て老朽化1一、
て低 く,八 幡 ・神鋼 の新式設備 にはま つ
アメ リカで設計 した最新鋭 の全連続式線
に稼働 させた。新鋭設備 の導入に よって
に も大幅 に上昇 して,ア メ リカを中心 に
.
・;,・5-6号
:.戦 後 の 日.本鉄 鋼 業 にお いて,酸 素上
1って いた 田)。平 炉 製 鋼 の ネ ック と も
こ:,よ.り混 銃卒 を引 き上 げ るた め,同 社
..:ilしい転 炉製 鋼 法 を採 り入 れ よ う と,
..一…1操業基 盤 の あ る小 倉 製鉄 所 に設 置 し
::..1小倉 で生 産 ・技 術面 で の経 験 を積..
・.た:11>。
:棒鋼 と線 材 を中心 と して い た。 しか
た もの で,生 産能 力 も歩 留 ま り も極 め
た く対 抗 で きなか った。 そ こで 同社 は,.
⊇1.圧延 設 備 を同所 に 導入 して58年7月
..小倉 で の線 材生 産 は量 的 に も,質 的
」.…[1ゴヨ「もイ昨ヨこメ1プこ二〇
2.製 鋼 所(大 阪)
同所 は住 金 の鉄鋼 部 門 の中 で一・番 古 く
輪 生 産 に お い ては 国 内 で100%の シ ェア
2次 合理 化 で車 両生 産 の再 開 を計画 して
維 持 し,さ らに東南 ア ジアお よび 中南 米











(:i901年開 設),と くに 鉄 道 関 係 の 車
1;i:.もっ て い た 。 しか し,八 幡 製 鉄 も第1.
・た ユ8)。住:金は 国 内 市 場 の 完 全 独 占 を
:を:.中心 に 海 外 市 場 へ 拡 張 す る た め,第





び..11崎勉 『lii[7匡鉄鋼業一 その軌跡一 』鉄鋼新
i2:1…1…:属工業最近十 年史』1967年を参照。
が:.最終的にそれは実施に至 らなか った。
タ..イヤ)と 分 けて製造 していた。圧延技術の進歩;..
i.:‡三産 されるようにな り,世界的にそれ が広範に
?住友金属工業の第2次合理化設備投資と新しい:生産体制の成立 〔331)135
同所 は戦 後 ま もな く,航 空 機用 品(プ ロペ ラポ ス ・.ペラ軸 な ど)の 軍 需 生 産 か
らい ち早 く 自動 車用 品(ク ラン ク シ ャフ ト)な どの民需 生 産 に転 換 して いた 。
第2次 合 理 化 にお い て国 内 自動 車 生 産 の需 要 動 向 を検 討 した上,ク ラ ン クシ ャ
フ トを中 心 とした型 打 品 の生産 能 力 を増強 す るた め,新 鋭 の高速 鍛 造 プ レス ラ
イ ンを設 置す るほか,1大型 電炉(80ト ン)の 増 設r},行わ れ た 。
3.鋼管製造所(尼 崎)
鋼管製造所 は,同 社 の もう1つ の有 力製品であ る継 目無鋼管(シ ームレスパ
イプ)の 生産拠点であ る。戦前は主 に海軍艦船 お よ:二　.国鍔匙向けのボイラー用管
な どの生産 を中心 としていたが,戦 後 はアメ リカの:i:≡i.油開発需要 に着 目し,油
井用鋼管 な ど民需製 品の生産転 換に成功 した。 しか し.,当時 日本鋼管はマ ンネ
スマ ン製管設備 を強 化 し,さ らに住金 の既存分野 に も迫,って きて いた。住金 で
は,そ れ に対 抗 して,当 時世界で最:も技術水準 の高い・:・・一一ジン法製管設 備の導
入 を中心 に設備合理化 を行 って,特 殊鋼鋼管 をは じめ各・種Mm管を含む製造分野
ヒ
の拡大 を図 った2の。 か くして,鋼 管製 造所 は和歌 山の大 ・中経管の量 産体制 に
対 して,中 ・小径 の特殊鋼管 と高級鋼管 を主体 とすi…1少量 多品種 の生 産 を担 う
ことになった。 また,普 通鋼製鋼作業 の和歌山へ の;一r..…中に伴 ・って,同 所 では平
炉操 業の休止 とともに,高 級鋼 とくに合金鋼 な どの::ヒ;1殊鋼 の自給体制 を強化す
べ く50トン電炉 を増 設 した。
Iv新 しい生 産 体制 の成:1::1=.
ユ963年を住金の第2次 合理化設備投資の到達点 と!i;1なすな らW1),同社 では
.第2次 合理化 を通 じて次 のような生産体制 の変革がみ られ る、,
20)継 目無鋼管の製造方式にはマ ンネスマン式 とユージン ・セジ....ルネ法.とがある。後者 ばいわゆ
る熱間押出法であり,そ の最大の特徴は①製管刊.能な材質(li::くに高倉金などの特殊鋼)お よび
熱間仕上げの寸法範囲の拡大;② 現有設備 との組合せによる工数の節減,歩 留まりの向上,製 造
コス トの低減;③ 異形管および各種形鋼の生産可能に.な:る。・臼::9a….が導入 したのは,フ ランスと技
術提携 して,さ らにアメリカで改良 した ものである(:前掲 『鍛鋼業α)合理化 とその成果』およ
び1958年7月23日付r鉄 鋼経済新報』を参照)。
136(332) 第149着 き 第:・:1,・E…帥 6.号'
1.鉄 鋼 一貫 生 産体 制 の確 立
鉄 鋼 一 貫生 産 とは,製 銑 ・製鋼 ・圧延3:大工 程 の連 続 作 業 で あ り,と くに熱
管 理 の 向上,原 単 位 の引 き下 げ に よ る コ恐 トダ ウ ソ、 大量 生 産 に よ る 「規 模 の
利 益」 の確 保 とい うメ リッ トが あ る 。住li;il:.では,第2次 合 理 化 計 画 の 前 に こ う
した生 産 体 制 を もつ のは 小倉 製鉄 所 だけ で あ った。 しか も,企 業 全体 か らみ れ
ば,小 倉 は冷 銑 の供 給 だ け に と どま り,一 貫 生 産 の メ リ ッ トは 十 分 に は生 か さ
れ なか った 。 ま た.、小倉 の既 設 高 炉 設 備 に も製 銑能 力 の限 度 が あ り,2基 合 計
の年 間 稼 働能 力 は33,5万トソに過 ぎ なか.・:;1之:二(1956年)。しか し,第2次 合 理
化 を経 て1963年には,同 社 は和 歌 山 と小:}i;ill;1:1:2っの一 貫製 鉄 所 に高 炉4基 を有
し,「1製 鉄 所 に高炉2基 」 とい う銑 鋼 一貫 企 業 と して の基 本 条 件 を備 え た22》。
そ れ に よ って,同 社 の製 鉄能 力 は第2次 を國理 化 前 の7倍 とな った 。 ま た,両 製
鉄 所 にお け る平炉 の改 造,新 鋭LD転 炉:il…iよ:び大 豆里分 塊 設 備 の設 置 に よ って溶
銑 利 用 が 可能 に な り,混 銃 卒 が 大幅 に上 昇 し(図2),製 鋼能 力 は著 し く増 大
した。 と くに転 炉 鋼 の生 産 比 率 は63年以 来=;k::きく伸 び た(図3)。 さ らに,圧
延 工程 に お け る近 代的 な製 管 ・線 材 連 続 製 造設 備 の新 ・増 設 に よ って,は じめ
て 本格 的 な一一貫 作 業体 制 が確 立 した の であ:…5。表3は 各 製 鉄 所 の設 備 状況 をユ9
56年と63年を比較 した もので あ るが,そ れ,によれ ば,和 歌 山 ・小倉 両 製鉄 所 に
お け る設 備 の 増強 と生 産 力 の大 幅 な増大 が わか る,,
一 貫 製 鉄所 の合 理 化 達 成 は他 の 既 存製 鉄.1斤に も盆 景謹体 制 の変 革 を もた ら した 。
つ ま り,一 貫 製鉄 所 へ の 基礎 工程 の 集 中 と半製 品 セ ンタ ー の機 能 化 に伴 って.
21)第2次 合理化の完了 については,必 ずしも明確;IIこ:X切りがあ:6わけではない。 とくに各社 とも
第2次 合理化の最中に第3次 合理化 を計画 し始 めたため,一一一部の工事は第3次 合理化 と重 なった
こともある。本稿では,第2次 合理化の追加工事.を含めて1963年内に完工 した住金の設備工事 で
もってその第2次 合理化の達成 とみなしている。
22)「1製 鉄所に高炉2基 」 とは,戦 前戦後 を問わず1一一貫製鉄1…幹の基本要件である。個別の場合'
を除 くと,製 鉄工程に高炉 ユ基だけではコス トの.面でも不利だ.i〆.また生産面 でも 「規模 の利益
性」が小 さく,正常な生産維持 さえ不可能である..,.ぞ・れゆえ,鉄 鋼企業間では,1製 鉄所に高炉




































消 費 の増 大 は 小 倉 と和 歌 山 の.;
=3.15。.
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(出所)『 住 友 金 属 工 業 最 近 十 年 史 』1961:1.年,232ペー ジ よ り 作 成 。
他の製鉄所 では製鋼工程が省かれ,専 門分ii:1;の鋼材生産 に集中す ることにな っ
た。表4に み るように,和 歌山 ・小倉両製鉄所 の粗鋼生産量 は,63年の時点 で
全社 の9割 近 くに達す ることになった。か く.L.,て,和歌山を主,小 倉 を副 と し
た一貫製鉄所 と既存製鉄所 との合理化生産体制が実現 したのである(図4)。
138.(334) 第149着,第4.・15.・・6号

























































・iL68・旨N。・!,No.2高 炉 新 設
24112,390:1電炉:ヨ廃 止,転 炉2新 設
42014,380…分'塊,ホ.ソ ト&コ ー ル ドス ト リ ッ プ ミ ル 新 設















































(註)表 中の 「一一一1印は数量的に把握 しに くい1:.の,備考の数字は設備数量。
(出所)1956・1963年度下期住友金属工業 『有価i/【i.≧…忌報 告書』 より作成。














































図4.第1次 合理化 と第2次 合理化におけ る住∈iii≧の生産体制の変化
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面 (クラ ン ク シ ャ フ ト,・…体 車 輪 等)特 殊 鋼 一・.・
2馬生産量 の急速 な成長
第2次 合理化は,大 型 高炉 の新設,LD転 炉の採斥.およびス トリップ ・ミル
の導入 な ど一連の近代化設備の建設 によって,日 本鉄鋼業の生塵歪体系 に画期的
な変革 を もた らレて,鉄 鋼生 産 を飛躍的 に増大 させ鵡 なかんず く,こ の時期
に鉄鋼 一貫体制 ゐ整備が本格化 した関西系 の後発3社 、 と くに川鉄 と住金 の2
社 は.設 備拡張 による生産の伸 びが 目覚 しか った。それ を端的 に示 すのは.全
140(336)第149巻 錦4・51・6号
国 の鉄 鋼 生 産 に 占め る2社 の シ ニア の強:……1「1;二であ る。 す なわ ち,図5一(1)/(2)ノ(3)に
み る よ うに.先 発3社 の八 幡 ・富 士 ・釧illilは,鉄鋼 の各 工程 に お い て も生 産 シ
ェア が低 下 して い くの に対 し,後 発3社,と くに川 鉄 ・住 金 は生 産 シェ アが 上
昇 してい った の で あ る。 表5は 第2次 合1:1…1化lii年の1955年を基準 に大 手6社 の
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7 は同社の 1956年と 63年の製品構成を大手各社聞で d~較したものである。それ
が示すように，住金の有力伝統製品である鋼管・削|自・鋳鍛銅品は，品目によ
りシ zアの変動もあるが，依然として 1・2位の犯:~， I目的地位を保っていた。と
くに鋼管の生産は日本鋼管を抜いてトップになったp 鋳鍛鋼品のうち tJラ γ
;7'/ャ 7 トの生産において同社は日本全国の 7割も己め-c~ 、作。車輪生産は，
日本だけでなし世界最大の生産メーカーにもなっ7'~:，()他方，第2次合理化以




























































































































































































































































*神戸製鋼は1959年までに自社では銑鉄 を生lll崖:していなかった。比較の便宜上 当時 同社 と
経営提携 していた尼崎製鉄の生産量 を基数1:=した ものである。
(出所)目 本鉄鋼連盟r製 鉄業参考資料 ・エ.場別編11.各.年膨Zより算出,作 成。

















































非鉄.部門などを除 く。川鉄 は本社, ドラ
住友金属工業の第 2 次合理化設備投資と新しい~::::. ~i~体献の成主 (339) 143 
衰 7 住金と大手各社聞における製品シ アの変化 (%) 
五唖聞記二二L竺王一二:二二五:五二二二
1草 ;輪住100 卜住100
住金の 1 ι で
|鋳鋼製品 住4.9 日本製鋼6.3 神鋼4.7 住3.(;]立5.4;神自il3.7日本製鋼3.2従来の|品一一 司
l鍛銅製品 住20.9日本製鋼19.0 神鋼14.4 住2Ei.'; 日本製鋼11.5 神鋼10.0
伝統製| u い、ー ー 一士二
品 管材住6日6 NK27.3 八幡12.1 住印，" NK30.4 八幡7.3
l鋼 管住29.o NK33.2 住2~i.!.;' '.I~r K22..4官三8.6八管8.1
56年前!帯 銅|住15.1日!fI!24.7富土19.4鋼管'18.4 住26.日間:20.(; N K 19.8 
|中小棒鋼j住5.9富士15.7NKll.3八幡6.5 住4.0; N K5.2 言土3.6八幡2.8


















23.7%となり 3品目で全生産の 9割近くを占めるよ;，になっ穴叩。 ζれによ
って，同社の鋼材生産は第2次合理化以前の鋼管・舟 l問中心から，鋼板を中心


































(出所)日 本鉄鋼連盟 『製鉄業参考資料 ・工場別編』1956,63年版 よ.り作成。
として 自社の在 来製 品の生産に主力 をおいてい るのがわか る。か くして,住 金
は第2次 合理化 を通 じて,こ れ までの独 占品 目の優勢 を保 ちつつ,一 般 市場 品
目に も一定の比重 を占め,さ らに競争品種 に積極的に進 出す るように,製 品構
造 のパ ラソス をと りなが ら新 しい経営基型llを築 き上げた とい える。
さて,こ の よ うな同社の合理化設備投ii…1….はいか な:る背景 の もとで行 われたの
か,あ るいは新 しい生産体制形成の促進要:因は何 であ ったのか,こ れ らの点 に
つ いては,次 稿での検討で 明らかに したい、
